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１２：３０ ～　八戸プラザホテル
司会：吉田美登紀副ＳＡＡ

ＲＩテーマ
点鐘
・ロータリーソング
・クラブソング
・四つのテスト

南グループガバナー補佐
吉田賢治様（八戸南ＲＣ）

平野榮子会員（２０年・バッジ）

大沼　衛会員
　去る７月１５日、大雨の中、皆様にご足労いた
だき無事葬儀を終了できました。本当に急だっ
たもので、６月に施設に入り２０日で病院へ入院、

５日で亡くなりました。なかなか面会も出来ずあっとい
う間でした。葬儀もバタバタして、まだバタバタしてい
ます。今日もこの挨拶が終わりましたら早退させていた
だきます。本当にありがとうございました。

（食事）

小林弘文会長
　本日は委員会活動計画の発表になっています。
　先日、７月９日㈰、蕪島の清掃活動を行いま
した。総勢１３名ほどでごみは４～５袋くらいに

なりました。思ったよりきれいでしたが、缶、ペットボ
トル、金属片等回収しました。全員Ｔシャツを来て参加
していただきました。
　今日の会長要件はロータリーの歯車のお話をしたいと
思います。この歯車のマークの意味とは、組織内の個々
のメンバー・クラブが協力しあって大きな変化を実現す
るための連携と統一を象徴しているそうです。個々の要
素が互いにかみ合って円滑な動きを生み出す仕組みであ
り、それぞれの役割と貢献が重要であること。連携と協
力の大切さを象徴して、組織内のメンバーが一体となっ
て社会貢献を行っていることを表しているそうです。
　あと１１ ヶ月、皆さんご協力よろしくお願いします。

平野　薫幹事
◎８月８日、南部ＲＣとの合同早朝例会
　会場：弓道場

南グループガバナー補佐　吉田賢治様
　まずは、小林会長１年間よろしくお願いします。
　皆さんこの黄色いＴシャツはなんだ？と思われたかと
思います。築舘ガバナー発案でポリオ・プラスを知るきっ
かけになればとＴシャツを作らせていただきました。他
の５人のガバナー補佐とこれを着てなるべく例会にお邪
魔しようということになりました。小林会長が歯車のお
話をされましたけれども、私も歯車の一部になって、皆
さんのお力に少しでもなれればと、お手伝いができれば
と思っております。一年間よろしくお願いいたします。
　来月、合同夜間例会がありますので是非ご参加いただ
ければと思います。

大入武志会員
　理事会で承認を得ましたのでご報告いたします。

吉田悦子会員

八戸南ＲＣ
吉田賢治様：本日はよろしくお願いします！！
八戸北ＲＣ
奥井義則会員：７月７日、八戸カントリーでの青銀
サマーコンペでエージシュート８２点で迎えました。
大沼　衛会員：
米山記念奨学金
澤口忠彦会員：

　　本日の出席率	 ６５．８％　　
　　前々回（７／４）の修正出席率	 ６５．８％　　

◇会長エレクト	 中山恵美子会員（代読：小林会長）
　本年度は会長エレクトとして諸先輩方のご指導を賜りな
がら、小林会長の掲げる「共に未来を築く」のテーマの下、
メンバーの結束強化や地域の課題解決の取り組みの実践に
貢献できるよう努めてまいります。次年度にむけては、本
年度の活動を通じてクラブ運営を学びながら、時期会長と
しての方針を確立できる一年にしたいと考えております。
◇ＳＡＡ	 久保隆明会員
１．�会長幹事らと連携をとりながら、円滑な例会進行を目
指していきます。
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２．�ゲスト・ビジターが楽しく過ごしていただけるように、
楽しい雰囲気を醸成できるように努めます。
◇クラブ管理運営委員会	 千葉清彦委員長
　今年度は、新型コロナウイルスの影響が大分少なく
なってきましたので、昨年度よりは活動が活発になると
思います。各小委員会が会長方針に沿って、クラブの活
性化を図り、クラブの特徴を充分に活かした活動を確実
に実行できるように皆様のご協力をお願い致します。
◇クラブ組織小委員会	 田村隆直リーダー（代読：小林会長）
　今年度は、新型コロナウイルス感染症も第５類に引き
下げられ、様々なイベントが行われようとしています。
小林会長の掲げる「共に未来を築く」を鑑みますと、よ
り魅力あるクラブにする事により、新規会員増強また脱
会防止につながり会長方針により近づけるのではないか
と考えます。そのためにはまず小委員会で親睦を深め
ながら意見を出し合う機会を計画したいと思います。目
標は、確実に１名の純増。職業分類の充填はもとより、
様々なイベントを活用し女性や若者にも積極的に勧誘を
はかっていきたいと思います。出席率の向上、脱会防止
も小委員会で議論し、より良い方法を見出せたらと考え
ております。宜しくお願い致します。
◇クラブ運営小委員会	 小澤一雅リーダー
　コロナによる制約がほぼなくなった今年度、改めて組
織の在り方と運営を見直し、他の委員会とも連携を取り
ながらクラブの強化、活動の活性化に繋げる一年としま
す。そのためにメンバー間のコミュニケーションを図り、
親睦を深めながらロータリー活動への理解と知識を向上
させ、クラブ運営の課題とその克服に取り組みます。
◇親睦小委員会	 吉田美登紀リーダー
　新型コロナウイルス感染症のため活動の制限を余儀な
くされてきた数年間でしたが、第５類に引き下げられた
ことで、今年度は親睦の機会の創出を意識した活動を考
えています。
１）夜間例会（季節や行事に即した設えを工夫）
２）八戸中央ＲＣとの合同例会（幹事クラブ）
３）八戸東ＲＣとの合同例会（幹事クラブ）
４）委員会の開催
　　�　夜間例会の設えや毎月の親睦委員会の活動というこ

とで委員会を毎月開催していきたいと思っております。
　引き続き安全に配慮しながら、楽しく親睦を深める一
年間にしたいと思います。
◇情報広報小委員会	 小田　正リーダー
　会報やホームページの更なる充実に努めたいと思います。
◇研修小委員会	 小向龍悦リーダー
　会員への情報提供や、地区の研修への参加、例会を利
用した会話の場を活用し、その中で、新入会員に対して
はオリエンテーションの実施により、ロータリーの理解を
深める。また、現会員に対してはコミュニケーションの場
を通して、相互の理解を深めるようにしたいと思います。
◇奉仕プロジェクト委員会	 小金平育男委員長
　今年度はそれぞれの小委員会活動を補佐して、継続と
積極的活動を目指します。地域社会に求められる奉仕活
動の新情報を掴むことや、現に実施している活動を継続
していくことを大切にします。これまでは、コロナ禍で十
分な活動が出来なかったと思われます。今後はそれぞれ
の小委員会が計画に沿って活発に動くことを期待します。
◇職業奉仕小委員会	 千葉哲也リーダー
　まずは、会長方針「共に未来を築く」と５つの柱を理
解し、本小委員会としてまずは会員一人ひとりが自らの
職業を通じ、どのように社会に奉仕しているかを見つめ
なおしていきます。
１．四つのテストの唱和の実践
２．自らの職業と奉仕活動の紹介
　唱和を通じ職業奉仕の考えに立ち戻り、卓話の中でお

互いの職業奉仕についての考えを学び合っていきたいと
思います。
◇社会奉仕小委員会	 佐々木悦郎リーダー
　会長の掲げる「共に未来を築く」のテーマのもと、地
域に住む住民の生活の質と福祉の向上に向け、これまで
のクラブとしての活動を継承しつつ、地域の現状に対し
て我々ができることを具体的に行動することを目標とし
て活動展開してまいります。現段階の活動予定の７月９
日に蕪島恵比寿浜周辺のゴミ拾い清掃活動等の計画を実
行し、地域の美化活動を通じて会長方針の⑤持続可能な
社会への実現へつなげてまいりたいと思います。
◇国際奉仕小委員会	 片野　潤リーダー（代読：小林会長）
　コロナも５類感染症へ移行して、今後本格的に海外と
の交流や往来が増える予想なので、海外で活動する方々
との新規交流や意見交換を増やし、その交流を経てボラ
ンティアなどの活動を進めたい、又は今後の足場づくりを
と考えております。活動としても日本からの金銭支援だけ
でなく、有志を募り、現地へボランティアをしに行き、現
状を視察して今後の想定を考慮していきたいと思います。
◇ロータリー財団小委員会	 源新育子リーダー（代読：小林会長）
　今年度、小林会長は「共に未来を築く」をテーマに、
クラブ運営及び活動の指針を示されました。その意を得
てロータリー財団小委員会では、今期は特にロータリー
財団の理解に力を入れたいと考えます。昨年度のＰＥＴ
Ｓや地区協議会などの研修ではロータリー財団に関して
の理解がこれまでになく強く求められました。そのこと
を踏まえ、また会長のテーマに沿って考えるに、クラブ
の一人一人が財団のシステムや活動の内容などを理解す
ることにより、もっと地域社会や世界平和に対する様々
な奉仕のニーズに心を寄せることと思います。以上の事
から４項目の具体的な実施目標を掲げました。
１．地区ロータリー財団研修への参加【７月・１１月】
２．地区目標の達成　年次基金寄付　　　一人１５０ドル
　　　　　　　　　ポリオプラス寄付　一人 ３０ドル
３．ポールハリスフェロー・ベネファクターの輩出
４．�ロータリー財団研修の実施（例会以外に学べる手段を
考え実施する）
◇青少年奉仕小委員会	 小野晶子リーダー
　八戸聖ウルスラ学院高等学校インターアクトクラブの活動
が今後活発化すること、青少年交換留学制度も復活するこ
とも鑑み、次のような活動を考えております。ウルスラ高校
インターアクトクラブへの支援、交換留学生へのサポート、
従前より続けている児童養護施設などへの経済的な支援、
この３つを柱にして活動していきたいと思います。

佐々木悦郎会員
　７月１５日㈯アスパムでの第１回財団セミナーに参加し
ました。６３名の参加で、最後に私たちのこども食堂の報
告をしました。前年度の地区補助金事業は４０クラブのう
ち２８クラブで地域性のある事業を実施されたということ
です。グローバル補助金事業としては４つ、ウクライナ
への支援、タイの水事業、タイの白内障の整備、セルビ
ア小学校への教育推進というものに使われたそうです。
ポリオ・プラス事業、資金推進などの説明を受けました。
　ポリオ・プラスの事業では、１０月２４日のポリオデーに
合わせて地区大会の１０月２２日にマチナカウォークラリー
を実施予定、ポリオワクチン投与活動は１２月２日～６日、
アフガニスタンとパキスタンに行くそうです。ご興味の
ある方はぜひご参加お願いします、ということでした。
　担当者から、次年度・次々年度、何をするか申請書に
明確に書いていただきたい、期間をしっかり守ってくだ
さい、という注意がありました。

点鍾
（誤字脱字がございましたらご容赦ください）

 ロータリー財団セミナー報告


